FeRIImmmRHBE - mTREDEERZS IFES

HEF: Eak 23410 H 6 B (k) 7tk 3 BE~b Wi
AT R - B AT — 3 > (MuglEEE o % —2 )
KEE=R

(1)iImhihiEFEL DKYMHBIEEIZDINT
- TRk 24 R ESELEHIC OV T
O I8 2RI, FEO R 2B EICANT, TEB=—2] OoFaEAE &
Z oA % DEga—2] LiThlic>< 5%,
¥ [EA=—2] OHMO—DIZ THIKRER] MRd0 .| ERESLCESMBELED bF
EOEBMICEZEZBWEEEZITOLERND D,
¥ OWMEOHFERN AL TS &, BUEOITETICIEELS<VE [FT5) [Hvnd
F5 BERHDEKE B,
X FEBMEITILOAAREREREN, REEFECRLBRWE S ICHEDRMAMELZHFAET
HWEND D,
¥ OFEHEBIWCY v LEHGEEERERT 2LERH 5,

C VK 24 FEEHEEHGEE, W EORSUI OV T
OHFFHLFEAHAIC) v 7 585, £, BEFER, FMEOF LR SE, &
DHREEE DRI L9 < BRISIR > e RO PEEN TaE ks 7%,
X TR =—2] ZEBFEFEORFENAES oI, DEE=—2] 13 N o
MR TE 2HA 2RI AR TN ENEE T D,
X FPRORE] (I2oWT, BEemiEnh TRFEEROFPREBEL LM TE D &
INCHHE Z®BT D,
Ot Ez GEORMA, WHAE ) (CEZR LARAICT 5,

(2) 8 KXY IHIBAETERERIZDOINNT
cFBONEEToTFER. 10 ADOISERH -7, NPO--RF T 4 THIKO R Y FU—
73 VDEDIZED L BRAEEAELT O ON LW, BHEREZRZHBRST TH 5,

(3) Dt

CEEE (2) © TS D 2O RAEITEARS) TiE, INPO O3y hT—27 5 0 (T
a—F 4 X —H ORISR T O NE ) LOBAN/HTWA, ILEHTIC RIS
EAAMSLE R T H LS, TTHRBBOHELE] 12O TEX D YRS THILE



Mo THEXEME OH Y FIlzo o0 Tigm L TWVE D,

X MBI O INRITIEIZ DWW T BURITB SRR~ DM /L @k~ D H#e E1dd 5
D BEDIEN Y B2, RISDIRR D 372, ZOHEE 2L DERND M
KA O S ZENTRZ 0,

¥ MSEAHESORT T 4 TR =B, WSO a—T 4 3 — N O&EE R
2L TW5, fEat@tbiiigEs & LTHINDOI ThHhb o TWNE L,





第２回江南市市民協働・市民活動推進協議会　会議要旨

日時：平成23年10月6日（木）　午後3時～5時半

場所：市民・協働ステーション（地域情報センター2階）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会議室


（１）江南市地域まちづくり補助事業について

・平成24年度事業募集要領について

　○「実現性」を大切に、事業の「展開性」を考慮に入れて、『展開コース』の審査項目とその配点を『連携コース』とは別につくる。


· 『展開コース』の目的の一つに「団体育成」があり、先駆性や資金的自立よりも事業の実現性に重きをおいた審査を行う必要がある。

· 過去の申請状況をみていると、現在の江南市にはまちづくりを「育てる」「拾いあげる」必要があると感じる。


· 実現性はもちろん最重要だが、単年度事業にならないように事業の展開性を審査する必要がある。


· 審査項目にリンクした申請書を作成する必要がある。

・平成24年度事業申請書、報告書の様式について


　○申請書を審査項目にリンクさせる。また、過去審査員、実施団体の声を反映させ、より申請者が利用しやすく、目的に沿った事業の申請が可能な様式にする。

· 『展開コース』は複数年事業の申請が容易な様式に、『連携コース』は「連携」の利点が記載できる項目を設けた様式にそれぞれ変更する。

· 「将来の展望」について、資金面ばかりでなく事業全般の将来展望も記載できるように項目を設ける。

　○報告書を「今度の取組み、協力依頼」に重要視した様式にする。


（２）絆づくりこうなん実行委員会について

・委員の公募を行った結果、10人の応募があった。NPO・ボランティア団体のネットワークづくりのためにどのような企画を行うのがよいか、現在企画案を検討中である。

（３）その他

・議題（2）の「絆づくりこうなん実行委員会」では、「NPOのネットワークづくりは地域コーディネーターや中間支援組織が行うべきだ」との意見が出ている。江南市に中間支援組織が必要な時期であると思う。「市民協働の推進」について考える当協議会でも江南市の「中間支援組織」のあり方について議論していきたい。


· 補助金の広報方法について、現状は登録団体へのDMや広報紙への掲載などはあるが、横の広がりがない。仲間への広がりがない。その部分をつくる意義からも中間支援組織の担う役割は大きい。

· 社会福祉協議会のボランティアセンターが、福祉分野のコーディネートの役割を果たしている。社会福祉協議会としても何らかの形でかかわっていきたい。

